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　医学教育は，①卒前教育，②臨床研修，③専門
研修，および④生涯学習の 4つのステージに大別
されるが，従来各ステージは別々に企画・管理・
運営されてきた．社会から求められる資質・能力
を医師たちが確実に修得・維持・向上するために
は，ステージ間の連続性の確保が重要であるとの
考えのもと，学会の政策領域の委員会として，
2016年に教育の一貫性委員会が新設された．本委
員会は，学会内外より各ステージのステークホル
ダーが参加し，意見交換と情報共有を図り，一貫
性のある目標設定等に貢献することを目指してい
る．
　本委員会の活動は，第 1回委員会（2016年 7
月）で，医学教育の各ステージ（卒前，臨床研
修，専門研修，生涯教育）における「求められる
医師の資質・能力等」の検討状況について情報を
共有し，第 2回委員会（2016年10月）で，「臨床
研修の到達目標」と「医学教育モデル・コア・カ
リキュラム」で違いが見られた「プロフェッショ
ナリズム」に関して議論した．第 3回委員会
（2017年 1 月）で，概ね一貫性ある目標が設定さ

れつつあることを確認したが，現状の懸案事項を
整理し，次回の改訂に向けてあるべき姿を準備す
ることとした．
　また，第49回日本医学教育学会大会（2017年 8
月）でシンポジウム「医学教育の各ステージにお
ける目標達成度の評価について」を開催し，卒前
卒後の一貫した目標設定の次の課題として，目標
に対する評価を取り上げ，各ステージでの取り組
み状況と課題を議論した．
　今後も，医学教育における卒前，臨床研修，専
門研修，生涯教育の連続性の確保に貢献するため
の活動を展開していく予定である．
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